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必込富山県

lZ!今年は国際山岳年!
クロース'アップ道路交通法が一部改正されました

笑顔いっぱいの演技で見ている人を元気にする県内初の社会人チアリーテーィングクラブ「サンダーパース1の皆ざん。
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■
中
国
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務

委
員
会
の
李
鵬
委
員
長
（
日
本
の
国

会
議
長
に
相
当
）が
来
県
し
、日
中

両
国
の
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

■
四
月
五
日
に
行
わ
れ
た
歓
迎
夕

食
会
に
は
、中
沖
知
事
、綿
貫
衆
議

院
議
長
を
は
じ
め
、県
内
各
界
の
代

表
ら
が
出
席
。中
沖
知
事
が
「
中
国

と
の
友
好
を
飛
躍
的
に
進
め
、
世

界
の
平
和
と
発
展
に
貢
献
し
た
い
」

と
中
国
最
高
指
導
者
の
来
県
を
歓

迎
し
ま
し
た
。
李
鵬
氏
か
ら
は
、

「
富
山
は
日
中
友
好
交
流
に
貢
献
し

た
県
で
、
遼
寧
省
と
の
交
流
も
あ

り
、
ぜ
ひ
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い

た
」と
本
県
の
友
好
交
流
の
実
績
を

評
価
し
た
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

■
六
日
に
は
、
県
国
際
健
康
プ
ラ

ザ
や
福
光
町
の
松
村
記
念
会
館
を

訪
問
。同
会
館
で
は
日
中
国
交
回
復

に
尽
力
し
た
同
町
出
身
の
故
・
松
村

謙
三
衆
議
院
議
員
の
功
績
を
讃
え
、

記
念
植
樹
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
今
年
は
日
中
国
交
正
常
化
三
十

周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
節
目
と

し
て
、
さ
ら
な
る
友
好
交
流
の
発

展
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
国
際
・
日
本
海
政
策
課

1
0
7
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4
4
4
）
3
1
5
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式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
式
典
で
は
、
中
沖
知
事
が「
北
陸

の
産
業
・
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
、
富
山
新
港
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
」と
期
待
を
込
め
て
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

■
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
船
舶
の
大

型
化
や
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
も

の
で
、
大
規
模
地
震
に
も
耐
え
る

大
型
岸
壁
を
は
じ
め
、
軌
道
式
ガ

ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
と
車
輪
式
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ク
レ
ー
ン
二
基
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

■
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
完
成
に
よ

り
、
荷
役
の
効
率
が
大
き
く
向
上

し
、
伏
木
富
山
港
が
環
日
本
海
の

国
際
港
湾
と
し
て
さ
ら
に
発
展
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
港
湾
課

1
0
7
6（
4
4
4
）3
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要
事
項
を
記
入
し
、
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
請
求

で
き
ま
す
。
請
求
書
は
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

（h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.to
ya
m
a
.

jp
/s
h
in
s
e
i/

）

ターミナルの完成を祝いテープカットをする関
係者

歓迎夕食会で李鵬委員長の来県を歓迎する
中沖知事

新
し
い
情
報
公
開
制
度
が
ス
タ

ー
ト

■
県
で
は
、
よ
り
公
正
で
開
か
れ

た
県
政
を
進
め
て
い
く
た
め
、
県

情
報
公
開
条
例
を
大
幅
に
見
直

し
、
四
月
か
ら
新
し
い
情
報
公
開

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

〈
開
示
請
求
で
き
る
方
〉

「
県
民
」
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で

も
請
求
で
き
ま
す
。

〈
実
施
機
関
〉

情
報
公
開
を
実
施
す
る
機
関

に
、
新
た
に
「
議
会
」、「
公
安
委
員

会
」、「
警
察
本
部
長
」
が
加
わ
り
、

県
の
す
べ
て
の
機
関
が
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

〈
対
象
公
文
書
〉

決
裁
・
供
覧
済
み
の
文
書
に
限
ら

ず
、
県
の
職
員
が
職
務
上
作
成
・
取

得
し
、組
織
的
に
保
有
し
て
い
る
文

書
ま
で
拡
大
し
、
録
音
テ
ー
プ
な

ど
の
電
磁
的
記
録
も
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

〈
請
求
の
方
法
〉

情
報
公
開
総
合
窓
口
に
備
え
付

け
の「
公
文
書
開
示
請
求
書
」に
必

李
鵬
中
国
全
人
代
常
務
委
員
会

委
員
長
が
来
県

■
国
と
県
が
伏
木
富
山
港
新
湊
地

区
に
建
設
を
進
め
て
き
た
富
山
新

港
多
目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完

成
し
、五
月
七
日
、供
用
開
始
記
念

富
山
新
港
多
目
的
国
際
タ
ー
ミ

ナ
ル
供
用
開
始
記
念
式
典

5月

7日

4月

1日

4月

5～
6日

情
報
公
開
総
合
窓
口

（
県
文
書
学
術
課
情
報
公
開
係
）

■
場
所
／

県
庁
東
別
館
二
階

■
利
用
時
間
／

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

■
休
業
日
／

土
・
日
曜
、
祝
日
、年
末
年
始

（
十
二
月
二
十
九
日
〜
一
月
三
日
）

城
址
大
通
り 

県
民
会
館
 

富山 
市役所 

城址公園 

県庁前公園 NHK

松川 南別館 

至
富
山
駅 

県庁東別館 

県庁 
議
事
堂
 

●
問
合
せ

県
庁
文
書
学
術
課

1
0
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4
4
4
）3
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5
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免
許
証
の
更
新
期
間
の
延
長

改
正
前
は
、「
誕
生
日
の
前
一
ヵ
月
間
」

で
し
た
が
、改
正
後
は「
誕
生
日
の
一
ヵ
月

前
か
ら
一
ヵ
月
後
ま
で
の
二
ヵ
月
間
」に

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
運
転
者
の
更
新
申
請
地
の
拡
大

運
転
免
許
を
更
新
す
る
場
合
、
住
所
地

の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
で
更
新
申
請
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
優
良
運
転

者
は
住
所
地
以
外
で
も
更
新
申
請
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。（
た
だ
し
、交
付
は
従
来
ど

お
り
住
所
地
の
公
安
委
員
会
に
な
り
ま
す
）

免
許
取
消
し
後
の
欠
格
期
間
を
延
長

悪
質
・
危
険
違
反
で
免
許
が
取
り
消
さ

れ
た
場
合
、
最
長
で
五
年
間
免
許
が
取
得

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
対
象
年
齢
を
引
き
下
げ

高
齢
者
の
事
故
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
マ
ー
ク
の
着
用
と
高
齢
者

講
習
の
対
象
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
か
ら

七
十
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

障
害
者
へ
の
思
い
や
り

障
害
者
マ
ー
ク
を
表
示
し
た
車
へ
の
幅

寄
せ
、
割
込
み
を
禁
止
す
る
な
ど
の
規
定

が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、こ
れ
ま
で
、運
転
免

許
試
験
の
受
験
資
格
が
な
か
っ
た
障
害
者

で
も
、
原
則
と
し
て
、
試
験
に
合
格
す
れ

ば
、
免
許
取
得
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

悪
質
・
危
険
な
違
反
へ
の
罰
則
強
化

飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な
ど
、
悪

質
・
危
険
運
転
へ
の
罰
則
を
大
幅
に
強
化

し
、
最
高
で
懲
役
刑
の
上
限
が
四
倍
、

罰
金
刑
の
上
限
が
六
倍
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、酒
気
帯
び
運
転
の
基

準
な
ど
も
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
①

参
照
）

違
反
・
事
故
点
が
大
幅
に
ア
ッ
プ

酒
酔
い
運
転
、
無
免
許
運
転
な
ど
の

悪
質
な
違
反
を
し
た
場
合
の
違
反
点
や

死
亡
・
重
傷
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
の
事

故
点
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。（
図

②
参
照
）

道路交通法および同法施行令が一部改正され、平成14年6月1日から

施行されました。今回の改正では、悪質・危険な違反への罰則強化や運転

免許更新の負担軽減などが盛り込まれています。

●
問
合
せ
　
県
警
運
転
免
許
課
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悪質・危険な違反への罰則強化の例 

違反、事故点のアップの例 

違反名 

ひき逃げ 
（救護義務違反） 

酒酔い運転 

酒気帯び運転※ 

無免許運転 

15点 

12点 

6点 

規定なし 

25点 

19点 

13点 

6点 

3年以下の懲役 
または20万円以下の罰金 

2年以下の懲役 
または10万円以下の罰金 

3ヵ月以下の懲役 
または5万円以下の罰金 

6ヵ月以下の懲役 
または10万円以下の罰金 

5年以下の懲役 
または50万円以下の罰金 

3年以下の懲役 
または50万円以下の罰金 

1年以下の懲役 
または30万円以下の罰金 

1年以下の懲役 
または30万円以下の罰金 

改正後 改正前 

違反名 改正後 改正前 

※1 無免許運転の場合は、「免許拒否」となり、試験に合格しても免許を取得できなくなります。 
※2 事故の原因がもっぱら本人の不注意による場合 

酒酔い運転 

無免許運転 

13点 20点 死亡事故※2

9点 13点 
重傷事故※2 
（治療期間が3カ月以上または後遺症が 
ある傷害事故） 

免許取消し 
※1

免許取消し 

免許停止 

免許停止 

酒気帯び運転 
（濃度:呼気1  中0.25mg以上） 

酒気帯び運転 
（濃度:呼気1  中0.15mg以上0.25mg未満） 

図① 

図② 

※酒気帯び運転の基準が、呼気1 中のアルコール濃度が0.25mg以上から0.15mg以上
になりました。 

悪
質
・
危
険
運
転
者
へ
の
対
策
を
強
化

運
転
免
許
申
請
の
負
担
を
軽
減
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国
際
山
岳
年
っ
て
？

地
球
上
の
陸
地
面
積
の
約
五
分
の
一
を

占
め
る
山
岳
地
域
は
、
水
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
体
系
の
重
要
な
源
で
あ

り
、
多
く
の
恩
恵
を
人
類
に
も
た
ら
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
然
環
境
や
生
態

系
の
変
化
が
急
速
に
進
み
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

国
連
で
は
、
人
類
共
通
の
財
産
で
あ

る
山
岳
地
域
の
自
然
環
境
を
保
全
し
、

持
続
可
能
な
山
岳
開
発
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
全
世
界
に
呼
び
か
け
る
こ
と
と

し
、
一
九
九
八
年
の
総
会
決
議
で
二
〇

〇
二
年
を
国
際
山
岳
年
と
す
る
こ
と
を

宣
言
し
ま
し
た
。

国
際
山
岳
年
で
は
、
山
岳
の
重
要
性

の
認
識
強
化
、
文
化
遺
産
の
保
存
な
ど
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
世
界
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
み
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

自
然
と
の
共
生
、富
山
の
魅
力
発
信

本
県
は
、
立
山
・
黒
部
・
有
峰
地
域

と
い
っ
た
世
界
に
誇
る
山
岳
景
観
が
あ
り
、

独
自
の
山
岳
文
化
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
古
く
は
大
伴
家
持
が
歌
に

詠
み
、
今
も
多
く
の
小
・
中
学
校
、
高
校

で
校
歌
の
歌
詞
に
使
わ
れ
て
い
る
「
立
山
」

は
、
私
た
ち
の
心
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
価
値
や
自
然
災

害
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
も
改
め
て
理
解

を
深
め
、
素
晴
ら
し
い
自
然
や
文
化
を
後

世
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
で
は
国
際
山
岳
年
に
賛
同
し
、
こ
れ

を
契
機
と
し
て

・
自
然
や
文
化
の
大
切
さ
を
県
民
の
皆
さ

ん
に
見
つ
め
直
し
て
い
た
だ
く
こ
と

・
山
岳
県
富
山
の
魅
力
を
国
内
外
に
広
く

発
信
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
県
の
特
色
を
生
か
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

第
十
一
回
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会

２
０
０
０
年
と
や
ま
国
体
の
山
岳

（
登
は
ん
）競
技
が
行
わ
れ
た
城
端
町

の
桜
ヶ
池
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、

ア
ジ
ア
十
二
ヵ
国
・
地
域
の
選
手
が
参

加
す
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
の
ア
ジ
ア

選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
の
特
徴
は
、
優
秀
な
選
手

し
か
完
登
で
き
な
い
ほ
ど
の
難
し
い
登

は
ん
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
、
登
る
速
さ

で
は
な
く
、
ど
れ
だ
け
の
高
さ
ま
で
登

れ
る
か
を
競
う
も
の
で
、
レ
ベ
ル
の
高

い
戦
い
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
開
催
日
十
月
十
二
日（
土
）、
十
三
日
（
日
）

○
場
　
所
桜
ヶ
池
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
城
端
町
立
野
原
）

●
問
合
せ
　
城
端
町
教
育
委
員
会

1
0
7
6
3
（
6
2
）
1
2
1
2

富
山
ら
い
ち
ょ
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

本
県
の
県
鳥
で
あ
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
。

日
本
国
内
に
は
約
三
千
羽
が
生
息
し
て

い
る
と
推
定
さ
れ
て

お
り
、
県
内
で
は

立
山
な
ど
で
千
羽

以
上
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
基
調
講
演
会
や
対
談（
ラ
イ
チ
ョ

ウ
お
も
し
ろ
話
）、写
真
展
な
ど
を
開
催

し
、特
別
天
然
記
念
物
に
も
な
っ
て
い

る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
知
ら
れ
ざ
る
生
態
を

探
り
ま
す
。

○
開
催
日

八
月
二
十
五
日（
日
）

○
場
　
所
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
サ
ン
フ
ォ
ル
テ

（
富
山
市
湊
入
船
町
）

●
問
合
せ

県
庁
自
然
保
護
課

1
0
7
6
（
4
4
4
）
3
3
9
7

 事  業  名 開催期間 開催場所 問合せ先 

9/5（木）、6（金） 

10/5（土）～11/4（月・休） 

6/8（土）～7/7（日） 

7/20（土・祝）～9/8（日） 

5月～10月 

7/１（月）～31（水） 

8月（上映会）、 
9月（写真展） 

9/11（水）～14（土） 

第1回   6/１（土）、2（日） 
第2回 10/5（土）、6（日） 

9/14（土）～10/6（日） 

9/5 とやま自遊館（富山市）、9/6 立山室堂周辺 

立山博物館（立山町） 

県民公園太閤山ランド内 
ふるさとギャラリー（小杉町） 

立山カルデラ砂防博物館（立山町） 

立山カルデラ砂防博物館（立山町） 

立山センター（立山室堂） 

白川郷（岐阜県白川村）・ 
五箇山合掌造り集落（平村・上平村） 

関西電力黒部川電気記念館（宇奈月町） 

立山山麓、立山地獄谷、立山室堂周辺 

大品山－鍬崎山（大山町） 

県庁自然保護課 
1076（444）3399

立山博物館 
1076（481）1216

近代美術館 
1076（421）7111

立山カルデラ砂防博物館 
1076（481）1160

立山カルデラ砂防博物館 
1076（481）1160

県庁自然保護課 
1076（444）3398

白川郷・五箇山合掌の里芸術祭 
実行委員会 10766（55）2548

関西電力（株）北陸支社 
1076（442）8211

立山山麓レクリェーション開発（株） 
1076（481）1226

立山山麓レクリェーション開発（株） 
1076（481）1226

第4回全国山岳トイレシンポジウム 

企画展「絵図に見る加賀藩と黒部奥山」 

企画展「ふるさとの山並み」 

6/9（日）、10/6（日） 6/9   材木坂、美女平（立山町） 
10/6 弥陀ヶ原（立山町） 

立山カルデラ砂防博物館 
1076（481）1160フィールドウォッチング（野外見学会） 

企画展「立山カルデラにすむチョウ」 

企画展「北アルプスの山と渓 
岩橋崇至写真展」 

企画展「立山－自然との共生」 

白川郷・五箇山合掌の里芸術祭 

7/12（金） 県民会館（富山市） 
県庁自然保護課 
1076（444）3397

環日本海地域「山の生物多様性」 
国際シンポジウム 

7/20（土・祝）～9/1（日）の 
各土・日曜日 立山室堂周辺 

県庁自然保護課 
1076（444）3396親子自然観察ツアー 

「黒部峡谷岩橋嵩至写真展」、 
「くろよん」建設記録ビデオ上映会 

「今は昔…」21世紀の立山に 
地獄・極楽を体験する旅 

健脚で解き明かす21世紀戦国武将 
埋蔵金伝説の謎 

主な国際山岳年記念事業（開催順） 

●
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は

県
庁
総
合
政
策
課
ま
で

1
0
7
6
（
4
4
4
）
9
6
0
5

立
山
室
堂
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

佐伯　克美さん
登山家
県自然保護指導員
県自然解説員

「
世
界
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
や
は
り
立

山
は
す
ば
ら
し
い
山
で
す
ね
」。
国
内
外
多

く
の
山
を
歩
き
つ
づ
け
て
き
た
佐
伯
さ
ん

は
そ
う
語
る
。

「
こ
れ
だ
け
緯
度
が
低
い
と
こ
ろ
で
十
五

メ
ー
ト
ル
も
の
積
雪
が
あ
る
の
は
世
界
で

も
ま
れ
。
そ
の
雪
が
、
富
山
の
豊
か
な
水

と
緑
を
生
み
出
し
て
い
る
ん
で
す
」。

佐
伯
さ
ん
は
、
県
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

養
成
講
座
の
講
師
も
務
め
て
い
る
。

「
室
堂
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
空
気
の
さ
わ
や
か
さ
、
花
々
の
美
し

さ
、
山
々
の
神
々
し
さ
。
移
り
ゆ
く
厳
し

い
自
然
の
な
か
に
た
た
ず
ん
で
い
る
こ
と

に
改
め
て
気
づ
く
は
ず
で
す
。
ナ
チ
ュ
ラ

リ
ス
ト
は
そ
ん
な
感
動
に
巡
り
合
う
た
め

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
だ
け
で
す
」。

そ
ん
な
佐
伯
さ
ん
が
気
に
な
っ
て
い
る

の
は
山
の
環
境
問
題
の
こ
と
と
い
う
。

「
山
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
好
き
に
な
っ

て
き
ま
す
。
好
き
な
も
の
は
大
切
に
し
た

く
な
る
。
私
た
ち
の
子
孫
が
大
人
に
な
っ

た
と
き
に
も
『
や
は
り
立
山
は
い
い
な
あ
』

と
思
え
る
山
で
あ
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

た
い
で
す
ね
」。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
い
ろ
ん

な
行
事
に
参
加
し
て
、
山
岳
県
富
山
の
魅

力
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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県内初の社会人チアリーディングクラブ

「サンダーバーズ」のリーダー

1981年生まれ　小杉町在住

ハ
ー
ド
な
演
技
を
絶
え
な
い
笑
顔
で

「
ゴ
ー
、
サ
ン
ダ
ー
ズ
！
ゴ
ー
！！
」。
イ

ベ
ン
ト
会
場
に
、
元
気
な
掛
け
声
が
響

き
わ
た
る
。
き
び
き
び
と
し
た
動
き
の

ダ
ン
ス
と
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
組
立
体

操
。
メ
ン
バ
ー
は
、
誰
も
が
は
じ
け
る

よ
う
な
笑
顔
だ
。

「
笑
っ
て
い
る
か
ら
簡
単
そ
う
に
見
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
分
半
の
演
技

は
、
千
メ
ー
ト
ル
を
全
力
で
走
る
の
と

同
じ
く
ら
い
の
運
動
量
。
ず
っ
と
笑
顔

で
い
る
の
も
必
死
な
ん
で
す
よ
（
笑
）」

そ
う
言
っ
て
息
を
は
ず
ま
せ
る
寺
中
さ

ん
は
、
高
校
時
代
、
応
援
部
で
チ
ア
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
を
体
験
し
た
。社
会
人
に
な

っ
て
も
演
技
を
続
け
た
く
て
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
県
鳥
の
雷
鳥
に
ち
な
ん
で「
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ズ
」と
命
名
。
地
域
へ
の
貢
献

と
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
広
め
る
こ
と
を

目
標
に
活
動
を
始
め
た
。

見
て
い
る
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

昨
年
八
月
の
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
病
院
の
慰
問
な
ど
で
演

技
を
披
露
し
て
い
る
。

「『
こ
こ
で
声
を
出
し
て
く
だ
さ
ー
い
』
と

呼
び
か
け
る
と
、
見
て
い
る
人
た
ち
も

大
き
な
声
で
こ
た
え
て
く
だ
さ
る
ん
で

す
よ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る

こ
と
が
、
す
ご
く
楽
し
い
で
す
ね
」

彼
女
た
ち
の
パ
ワ
フ
ル
な
演
技
で
、

観
客
の
な
か
に
も
明
る
い
笑
顔
が
広
が

っ
て
い
く
。
演
技
が
ハ
ー
ド
な
だ
け
、

最
後
の
ポ
ー
ズ
が
決
ま
っ
た
と
き
の
う

れ
し
さ
は
格
別
だ
。

「
何
よ
り
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。
そ
れ
と
、

お
互
い
の
信
頼
感
が
な
い
と
高
度
な
演

技
は
で
き
な
い
ん
で
す
よ
」

仕
事
で
練
習
に
参
加
で
き
な
い
メ
ン

バ
ー
が
い
た
り
、
練
習
時
間
が
十
分
に

と
れ
な
か
っ
た
り
な
ど
、
社
会
人
と
い

う
制
約
の
な
か
で
の
週
二
回
の
練
習
。

時
に
危
険
が
伴
う
演
技
だ
け
に
、
練
習

は
真
剣
そ
の
も
の
だ
。

草
分
け
と
し
て
地
域
密
着
の
活
動

今
年
三
月
、「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ズ
」
は
、

結
成
一
年
た
ら
ず
で
、
大
阪
で
開
催
さ

れ
た
「
西
日
本
選
手
権
大
会
」
に
出
場

を
果
た
し
た
。

「
高
校
や
大
学
の
チ
ー
ム
の
よ
う
に
、
競

若い女性たちが揃いのユニフォームではつ
らつとした演技を披露するチアリーディン
グ。最近では、スポーツの試合を応援する
立場から、チアリーディング自体の演技を
競い合うスポーツとして注目を集めてきて
いる。寺中央子さん（21歳）がリーダーを
務める「サンダーバーズ」は、昨年4月に県
内で初めて誕生した社会人のチアリーディ
ングクラブ。会社員や教師など、現在16名
のメンバーたちが活動している。

初めてのイベント出演で、ピラ
ミッドを完成させてポーズ。

きびきびとした動きは、見ている人を元気に
させる。メンバーの呼吸もぴったり。

技
レ
ベ
ル
を
あ
げ
る
こ
と
が
目
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
見
て
い
る
人
に
元
気

に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
も
っ
と
技

術
的
に
も
う
ま
く
な
り
た
い
で
す
ね
」

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
た
ち
と
の
触

れ
合
い
を
大
切
に
し
て
、
チ
ア
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
人
口
を
増
や
し
た
い
と
い
う
夢

を
持
つ
寺
中
さ
ん
。

彼
女
た
ち
が
出
演
し
た
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
始
め
た

い
と
い
う
高
校
生
た
ち
が
熱
心
に
演
技

を
見
つ
め
て
い
た
。「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ズ
」

の
パ
ワ
ー
は
確
実
に
広
が
っ
て
い
る
。

「
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
人
を
応
援
し

て
自
分
も
元
気
に
な
る
も
の
な
ん
で
す
」

と
、
寺
中
さ
ん
は
満
面
の
笑
み
で
話
す
。

富
山
の
社
会
人
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

の
草
分
け
と
し
て
、
人
と
街
に
元
気
を

お
く
り
た
い
と
、「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ズ
」

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
燃
え
て
い
る
。



6 2002.6

全国に紹介された 全国に紹介された 

富山県が作成した「環日本海諸国図（逆さ地図）」を取り
上げ、「海」を軸にした「循環と共生」の重要さを印象付
けると紹介された。また、富山県にみられるような自治
体の構想力は新たな秩序づくりの選択肢を予感させると
している。

皆さんに郷土の良さを再発見・再認識してもらうため、新
聞・テレビ・雑誌など、さまざまなメディアで全国に紹介され
た富山の話題を紹介します。今回は平成14年3月～4月に紹
介された約133件（広報課調べ）の話題の中から、いくつかを
紹介します。（ここで紹介しきれなかったものは、県のホーム
ページでご覧になれます。）

富山県が全国に紹介された情報などをお持ちでしたら、ぜひ
次のところまでご連絡ください。

〒930-8501（住所記載不要）
富山県庁広報課「全国に紹介された富山県」係
1 076（444）3134 FAX 076（444）3478
e-mail koho2@pref.toyama.jp
ホームページ http://www.pref.toyama.jp/sections/1101/1101.htm

逆さ地図に見る「循環と共生」

平村上梨地区にある白山宮が南京玉すだれの「発祥
の地」に認定され、3月24日、認定式があったこと
が紹介された。認定した日本南京玉すだれ協会によ
ると、民謡「こきりこ」で使われる竹製の楽器「ささ
ら」がルーツという。

「南京玉すだれ」ルーツはこきりこ

人気お笑いタレント・ナインティナインの岡村隆史さんが
滑川漁港を訪れ、ホタルイカ漁に挑戦。獲ったホタルイ
カでオリジナル料理を作った。ほたるいかミュージアム
やタラソピアも紹介された。

ホタルイカを使って、オリジナル料理

生地のわき水は便秘解消に効用があり、わき水に含まれ
るマグネシウムが腸の水分補給にも役立つことがわかっ
た。さらに、富山湾の海洋深層水と合わせて飲むと、より
効果が発揮されることが紹介された。

小矢部市城山に築かれていた今石動城が大河ドラマ「利
家とまつ」に関連して取り上げられた。敵に攻撃を仕掛
ける場所である平坦面を200以上持つ強固な城だったこ
とが紹介された。

生地のわき水、富山湾の海洋深層水が便秘解消に効果！

JAF（（社）日本自動車連盟）が選定した春の花畑の名所
10ヶ所に入善町のチューリップ畑が選ばれたほか、花
摘みが楽しめるスポットとして砺波チューリップ公園が
紹介された。

全国花畑10景に入善町のチューリップ畑を選定 大河ドラマ「利家とまつ」に関連した旧跡・今石動城

情報をお寄せください

毎日新聞 4月13日毎日新聞、産経新聞　3月25日

日本テレビ『ナイナイサイズ』 4月20日

NHK総合『スタジオパークからこんにちは』 3月11日

■応募方法
ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、
年令と本誌の感想を記載。

あて先／〒930-8501（住所不要）
富山県庁広報課「県広報とやま6月号」クイズ係

締　切／6月24日（月）（消印有効）

正解者の中から20名の方に、立山
博物館と立山カルデラ砂防博物館
の観覧券をプレゼントします。
（当選の発表はプレゼントの発送をもって
かえさせていただきます）

自治体の広報紙などを対象にした「全国広報コンクール」（日
本広告協会主催）で、県広報とやまが4年連続で入選すると
ともに、読売新聞社賞を受賞しました。これからも読みやす
く皆さんに親しまれる誌面づくりに努めてまいります。

県広報とやまは、隔月（偶数月）発行で新聞折込により各
家庭にお届けします。また、、次の場所で無料配布するほか、
郵送による定期購読も受け付けています。

主な配布箇所／県庁、県刊行物センター（県民会館１
階）、県の各施設、市町村役場、図書館、文化ホール、
公共温泉施設、主なショッピングセンター、いきいき
KAN（富山駅前CIC５階）、JR駅（一部）、富山空港、東
京事務所、大阪事務所、名古屋事務所

定期購読の申込方法／郵便番号、住所、氏名、電話番
号、購読回数を明記し、郵送料として１回当たり120
円分の切手を同封のうえお申し込みください。
あて先 〒９３０-８５０１（住所不要）富山県庁広報課

「県広報とやま」定期購読係

今年は国連が定めた

「国際○○年」です。

○○を埋めてください。

→答えは特集を読めばわかります

とやまの情報お伝えします！ ■新聞広報「県からのお知らせ」
6月15日・29日の朝刊各紙
に掲載予定

■県のホームページ
http://www.pref.toyama.jp/

●県広報とやまのホームページ
http://www.pref.toyama.jp/
sections/1101/toyama/
saishin.htm

北日本放送テレビ
毎週日曜11:00～11:30 チューリップテレビ

第４日曜 10:00～10:52

ＦＭとやま
毎週月曜～木曜 11:30～11:40
毎週土曜 11:30～11:55

富山テレビ
毎週日曜 9:00～9:30

JAF MATE 4月号

今後の予定

『たべもの新世紀』
NHK総合　6月16日（日）午前6：15～6：53
黒部市内で養豚している「黒部名水ポーク」を取り上げ、
地域に密着した食べ物作りの魅力が紹介されます。

『火曜サスペンス劇場 警部補・佃次郎』
北日本放送　7月2日（火）午後9：03～10：54
高岡市を舞台にドラマが展開し、雨晴海岸、伏木港や高岡
市役所などが登場します。

TBS『回復！スパスパ人間学「その便秘が危ない！」』4月25日
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造形世界旅行
【～7/14（日）】材料代100～300円
海、空、森など、世界各地の自然にちなんだ
さまざまなものづくりを楽しみます。

世界の玩具
おもちゃ

展
【～9/16（月・休）】
世界各国のおもちゃ350点を展示します。

9:30～17:00（7/20～8/31は～18:00）
休火曜・第4水曜、祝日の翌日（7/21、9/16
は開館）入館無料

パスコ● 

こども 
みらい館 
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●環境科学 
　センター 

●県立大学 

至富山 至高岡 

太閤山ランド 

至JR小杉駅 

至小杉I.C

至
新
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2002 太閤山あじさい祭り
【6/15（土）～23（日）】
あじさい通り、ふるさとパレス前でいろいろな
種類のあじさいが見られます。また、期間中は、
あじさい茶会、琴コンサート、いけばな展、俳句
会など多彩なイベントを開催します。

9:00～17:00
休 火曜・祝日の翌日
入園無料（駐車料金は別途必要）

パスコ● 

◎ 
太閤山ランド 

●環境科学 
　センター 

●県立大学 

至富山 至高岡 

至JR小杉駅 

至小杉I.C

至
新
湊 

シアトル美術館からの里帰り「近代の京都画壇展」
【～6/16（日）】
シアトル美術館に寄託されている日本画コ
レクションの中から、明治・大正期に活躍し
た京都画壇を代表する画家38人の作品80
点を紹介します。
一般900円／高・大650円／小・中450円★

※常設展示もご覧になれます。
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9:30～17:00（入館は16:30まで）
休月曜・祝日の翌日
常設展示観覧料
一般 200円高・大 160円小・中 100円★
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◎水墨美術館 

 富
山
市
西
中
野
町
1-

16-

12

1
0
7
6（
4
2
1
）7
1
1
1

近

代

美

術

館

ユトリロ展
【6/15（土）～8/4（日）】
パリの街の風景を繊細な筆致と叙情的な色
彩で描きつづけた画家ユトリロの初期から
晩年までの作品約80点を紹介します。
一般 900円／高・大 650円／小・中 450円★

※常設展示もご覧になれます。

9:30～17:00（入館は16:30まで）
休月曜・祝日の翌日（7/21は開館）
常設展示観覧料一般 200円高・大 160円小・中 100円★
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◎近代美術館 

　科学文化 
●センター 

●越州村 
立山通り 

西中野口 

至富山I.C

至JR富山駅 

至
有
沢
橋 

至
大
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和紙を作ってみよう
【6/7（金）～9（日）10：00～15：00】
植物の繊維を利用して和紙づくりを体験します。

企画展「植物で作る紙」
【6/7（金）～19（水）】
植物の繊維を利用して作られる紙を実物や
パネルで紹介します。
※いずれも入園料が必要です。

9:00～17:00（入園は16:30まで）
休木曜
入園料　一般 600円小・中 300円★

R359

◎ 
中央植物園 

ファボーレ 
● 

北陸自動車道 

至富山I.C

至砺波 

○文 

婦中大橋 

至
八
尾 

神
通
川 

★近代美術館、水墨美術館、中央植物園、立山カルデラ砂防博物館、県民会館美術館は土日・祝日の小・中学生、高校生の観覧料、入園料は無料です。
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舞台芸術・芸能発見ライブ in ORBIS
マイムパフォーマンスっておもしろい！
【7/11（木）・12（金）開演18：30】
身体と表情で物語を語るマイムグループ“水
と油”が「スープ」をテーマにスピード感あ
ふれる舞台を繰り広げます。
3,000円（前売・当日とも）全席自由

●CIC

バスターミナル ◎オルビス 

マリエとやま 

JR富山駅 至高岡 至魚津 
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サンフォルテフェスティバル2002
【6/22（土）・23（日）】
加藤タキさんの基調講演、映画「ガールファ
イト」の上映、ワークショップ、フリーマー
ケットなどの多彩なイベントを行います。
参加費無料（一部有料のワークショップあり）
※基調講演、映画は往復ハガキに住所、氏名、
電話番号、一時保育（2歳～就学前）希望の
有無を記載のうえ、お申し込みください。
募集締切 6/8 定員350名（抽選）

　県民共生 
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JR富山駅 
北口 

ボルファート
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9:00～21:00（日曜9:00～17:00）
図書室9:00～17:00
休 月曜・祝日
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石井啓一郎ヴァイオリンリサイタル
【6/26（水）開演19：00】
古典から現代曲まで、幅広いレパートリーと
果敢なプログラミングで“ヴァイオリン界の
逸材”と注目される、日本フィルハーモニー
交響楽団の石井啓一郎によるリサイタルを
行います。
一般 3,000円（当日3,500円）
学生 1,500円（前売・当日とも）
会場受付にて座席指定 18:00～

◎ 
高岡文化 
ホール 

JR氷見線 

至JR高岡駅 

高岡 
古城公園 
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「88回 光風会展 富山展」
【6/29（土）～7/9（火）】
今春、東京で開催された「88回光風会展」の受
賞作品や本県出身作家の入選作品など124点
を展示します。
一般 500円／高・大 400円／小・中 250円★

 ◎ 
県民会館 ●市役所 

●市立 
　図書館 城址 

公園 

●NHK

● 
県庁 

松川 
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土砂災害防止月間特別展「雨」
【～6/30（日）】無料

収蔵品展「安政の大災害」
【7/2（火）～14（日）】無料
1858年に発生した越中最大の災害“鳶崩
れ”に関する当館収蔵の絵図のほか、近年新
しく発見された資料を展示します。

9:30～17:00
休 月曜・祝日の翌日
常設展示観覧料
一般400円高・大 320円小・中 200円★
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立山 
カルデラ 
砂防博物館 

立山駅 

● 
立山砂防 
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富山地方鉄道 立山線 
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特別展示「愛鳥ポスター展」
【～6/17（月）】
愛鳥週間の一環で描いた県内児童のポスタ
ーの入選作品を展示します。

特別展示「環境月間ポスター展」
【6/21（金）～7/8（月）】
環境月間の推進のために募集したポスター
の優秀作品を展示します。

9:00～16:00
休 火曜・祝日の翌日
入園無料

◎ねいの里 

至砺波 

至八尾 

有沢橋 至高岡 
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 古澤巌プレイズ「日本のうた」
withプラハ室内合奏団
【6/7（金）開演19：00】
ヴァイオリンの鬼才・古澤巌とチェコ・プラハ
室内合奏団が日本のメロディーを多数取り入
れた組曲「日本のうた」を披露します。
前売 S席4,500円／A席3,500円／B席2,500円
（当日はそれぞれ500円高） 全席指定
※高校生以下2,000円（前売・当日とも）
（新川文化ホール窓口のみ取り扱い）

R8

R8バイパス ◎新川文化
　ホール 

アピタ● 

至富山 至黒部 

魚津駅 JR北陸本線 

至魚津I.C
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9:00～18:00
休 6/25
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「雪のラパン・アジル」1916年頃
©Jean Fabris 2002 ©ADAGP,Paris & JVACS,Tokyo,2002

庄
司
栄
吉

「
チ
ェ
ロ
と
Ｋ
君
」

身障者用駐車場有り 

車いす用観覧席有り 

車いす対応エレベーター有り 

車いす用トイレ有り 洋式トイレ有り ベビーシート有り 

出入り口平坦またはスロープ有り 
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